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（法 律）
0 一般職 の 職 員 の給与に 関 す る 法律等の 一 部 を 改正 す
る 法律 ( 141 ) （平成1 1 . 1 1 .  25 官報号外第229号 ）
（ 規 則 ）
0 人事 院 規則 9 - 2 （俸給表の適用 範囲） の 一部 を 改
正 す る 人事院 規則 （ 人事 院 9 - 2 - 34) （平成 1 1 . 1 1 .  
25 官報号外第229号 ）
0 人事院 規則 9 - 6 （俸給の調整額 ） の 一 部 を 改正 す
る 人事 院 規則 （ 人事 院 9 - 6 - 37 )  （向上 ）
0 人事院 規則lj 9 - 8 （ 初 任給 ， 昇格 ， 昇級等の 基準 ）
の 一 部 を 改正 す る 人事院 規則 （ 人事 院 9 - 8 -40 )  
（向上 ）
0 人事院 規則 9 - 15 （宿 日 直手当 ） の一部 を 改正 す る
人事院 規則 （ 人 事 院 9 - 15 - 1 1 )  （向上 ）
0 人事院 規則lj 9 - 40 （期末手 当 ， 勤勉手当 及 び期末特
別 手 当 ） の一部 を 改正す る 人事院 規則 （人事院 9 - 40-
16)  （向上 ）
0 人事 院 規則14- 4 （営利企 業 への就職 ） の 一 部 を 改
正 す る 人事院 規則 （人事院14- 4 - 5 ) （向上）
0 人事院 規則14- 8 （営利企業の役員 等 と の 兼 業 ） の
一 部 を 改正す る 人事院 規則 （ 人事 院 ( 14- 8 - 2 ) 
（ 同 上 ）
0 人事院 規則19 - 0 （ 職員の育 児休業等） の 一 部 を 改
正す る 人事院 規則 （人事院 ( 19- 0 - 2 )  （向上 ）
昌司副司
富山大学学則の一部改正
富山大学学則の改正理由
1 大学設置基準の 一部 を 改正す る 省令 （平成10年文部省令第1 1号 ） に 基づき， メ デ ィ ア を 利 用 し て 行う授業 に つ
いて ， 所要事項 を 定め る 。
2 中高 一貫教 育 制 度の導入 に 係 る 学校教育法等の 一部改正 （平成 10年 6 月 26 日 文初高 第475号 文部省初 等中等教
育 局 長 ・文 部省 教育 助 成 局 長 通知 ） に 伴い， 所要事項を 定める 。
3 学校教育 法施行 規則の 一部 を 改正す る 省令 （平成10年 8 月 14 日 文部省令第33号 ） に 基づき， 専修学校の専門課
程修了者の大学編 入学 に つ いて ， 所要事項を 定める 。
4 学校教育法施行 規則等の 一 部 を 改正す る 省令 （ 平 成 11年文部省令第19号 ） に 基づき， 単位互換並びに 大学以外
の教育施設等に お け る 学修 の 単位 に つ いて ， 所要事項 を 改める 。
富 山大学学則の一 部 を 改正す る 学則 を 次の と お り 制定す る 。
平成 1 1年1 1 月 26 日
富山大学学則の一部を改正する学則
富 山大学学則 （ 昭 和 59年3 月 12 日 全部改正 ） の 一 部 を
次 の よう に 改正 す る 。
富 山 大学長 時 津 貢
第22条に 次 の 1項を 加 える 。
2 前項の 規定 に か かわらず ， 大学入学資格を 有 し た 後
に 本学の 科目等履修生 と し て 一 定 の 単位 を 修得 し た 者
が本学 に 入学す る 場合 に お いて ， 当 該単位 の 修得 に よ
り 教育 課程の 一 部 を 履修 し た と 認められ る と きは ， 修
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得 し た 単位 数その 他の事項 を 勘案 し て ， 当 該教授会 の
定める 期 間 を 修業年限 に 通算す る こ と がで きる 。 た だ
し ， その期 間 は ， 修業 年限の 2 分の lを 超えでは な ら
な い 。
第25条第 1 号 中 「高等学校」を 「高等学校又は 中等教
育 学校」 に 改める 。
第29条第 l項に 次 の 1 号 を 加 える 。
(5) 専修学校の専門 課程の うち ， 文部大臣の 定め る 基
準 を 満た す も の を 修了 し た 者 で ， 本学 に編入学 を 志
願す る 者
第31条の 次 に 次 の 1 条 を 加 える 。
（授業の 方法等）
第31条の 2 授業 は ， 講 義 ， 演習， 実験， 実習若 し く は
実技の い ずれか に よ り 又は こ れらの 併 用 に よ り 行う も
の と す る 。
2 学部 に お い て ， 教育上有 益 と 認める と きは ， 文 部 大
臣が別 に 定める と こ ろに よ り ， 前項の授業 を ， 多様な
報 第419号
メ デ ィ ア を 高 度 に 利 用 し て ， 当 該授業 を 行う教 室 等以
外 の場所で履修 さ せる こ と ができる 。
3 卒業 に 必要 な 所定 の 単位数の うち ， 前項に 規定 す る
授 業 の 方法 に よ り 修得す る 単位数は ， 60単位 を 超えな
い も の と す る 。
4 前項の 規定 に かかわらず， 卒業 に 必要 な 所定の 単位
数が124 単位 を 超える 場合に お い て ， 当 該単位数 の う
ち ， 第 1項に 規定す る 授業 の 方法 に よ り 64 単位 以上修
得 し て い る と きは ， 第 2項に 規定す る 授業 の 方法 に よ
り 修得する単位数は ， 60単位 を 超える こ と がで きる も
の と す る 。
第34条第 1項及 び第 3項， 第34条の 2 第 2項並び に 第
35条第 3項中 「30単位Jを 「60単位」 に 改める 。
附 則
こ の学則は ， 平成11年 1 1 月 26日から施行す る 。
富山大学水素同位体科学研究センタ一規則の一部改正
富 山大学水素同位体科学研究セ ン タ 一 規則の改正 理 由
水素同 位体科学研究セ ン タ ー運営委 員 会 の 組織の整備を 図 る た め． 所要事項 を 改める 。
富 山大学水素同 位体科学研究セ ン タ 一規則の一部 を 改正す る 規則を 次 の と お り 制定す る 。
平 成1 1 年 1 1 月 26日
富山大学水素同位体科学研究センタ一規則の一部
を改正する規則
富 山大学水素同位体科学研究セ ン タ 一 規則 （平成 1 1 年
4 月 1 日制 定 ） の 一部 を 次 の ように改正す る 。
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富 山大学長 時 津 貢
第 6条第 1項第 2 号 中 「教授及 び助 教授」 を 「教 授 ，
助教授及 び講師」 に 改める 。
附 則
こ の 規則は ， 平成11年 1 1 月 26日から施行す る 。
平成11年12月発行
学
報 第419号
�［！）� 
第8回評議会（臨時） (11月15日）
（審議事項）
(1) 国 立学校設置法等の改正 に 伴う検討 に つ い て
(2) 国 立大学 の独立行政法人化問題 に つ い て
(3) 富 山大 学 の 基本目標の項目立 て に つ い て
(4) その 他
第4回授業料等減免選考委員会(11月16日）
（審議事項）
(1) 平 成 11年度後期分授業料免除者 の 選考 に つ い て
(2） 学 部 及 び大学院 1年次の 後 期 分授業 料免除に 係 る
学業成績の取扱 い に つ い て
(3) その 他
第9回評議会（臨時） (11月17日）
（審議事項）
(1) 学 内 捜索に つ い て
第10回評議会（臨時） (11月17日）
（審議事項）
(1) 学 内 捜索に つ い て
第5回数養教育委員会（11月17日）
（審議事項）
(1) 将来計画委員 会 中 間 ま と め （教養教育 ） に 係 る検
討 の 進め方 に つ い て
(2) 教養教育担当 教員 の 配置 に 関 する申 し 合わせに つ
い て
(3) そ の 他
第6回事務協議会（11月 22日）
（議 題）
当 面の 諸課題 に つ い て
第2田部局長会識(11月26日）
（ 議 題 ）
(1) 第 11回 富山県大学長懇話会 に つ い て
(2) 平 成 12年 度科学研究費補 助 金 の 申請状況 に つ い て
(3) 特別講演会 （教務委員 会主催） の 開催に つ い て
(4) スペース ・ コラボレーション ・ システム（SCS)
事 業 に かかる富山大学VSAT局 の 開 設 に つ い て
(5) 五福地区構 内 一斉清掃の実施 に つ い て
(6) 交 通安全 一斉指導等の 実施結果に つ い て
(7) その他
第5回大学院委員会(11月26日）
（審議事項）
(1) 富 山大学， 富 山医科薬科大学及 び富山県立 大 学 と
の 単位互換 に 関 す る協定書 （ 案 ） に つ い て
(2) その 他
第11回評議会（11月26日）
（審議事項）
(1) 富 山大学学則の 一部改正 に つ い て
(2) 富山大学水素同位体科学研究セ ン タ 一 規則の 一部
改正 に つ い て
(3) 富 山大学， 富山医科薬科大学 及 び富山県立大 学 と
の 単位互換協定書 （ 案 ） に つ い て
(4) その 他
第5回附属図書館商譜会（11月29日）
（審議事項）
(1) 次期 附 属 図 書館 長候補適任者 の選 定 に つ い て
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富山大学開学50周年記念式典・祝賀会を挙行
本学で は 、11 月 13日出， 学 内 外 の 関 係 者 約500人の 出
席 を 得て ， 開学50周 年記念式典・記念祝賀 会 を 挙行 し ま
し た 。
富 山国 際会議場 で行われ た 記念式典で は ， は じめに 時
津学長 か ら ， 「地域 に あ る国 立 大 学 の 役 割を 認識 し ， 生
命を 尊重す る共生 の 精神， 社会 と 共栄する学術研究 の 推
進， 豊か な 人間 性 と 創 造性 を 培う教育 ， 地域社会 や 国 際
社会への 貢献， た ゆ ま ざる自己啓発・自己改革 を 基本理
念 に ， 21世紀 に個性が輝 く 富山大学 を 目指 し た い J 旨式
辞があ り ， 続 い て ， 文部省高等教育局布村幸彦医学教育
課長 か ら 文部大臣祝辞の 代読， 佐藤博明静岡大学長 か ら
国 立 大学協会会長祝辞の 代 読があ り ま し た 。
引き続き， 中 沖 豊富山県知事， 外 国 の協定校 代 表 の
張 述馬遼寧大学党委員 会書記及 び本多正道 関 学50周 年
企記念写真50選（富山国際会議場）
企学内外関係者多数が出席（富山国際会識場）
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記念事業 後援会会長 か ら 祝辞があ り ， その 後， 文 部事務
次官等の祝電披露が行われ ま し た 。
式典終了後， 富山第一 ホ テ jレで記念祝賀会が開催さ れ，
時 浮学長の挨拶の 後， 長勢甚遠衆議院議員 ， 宮腰光寛衆
議院議員 ， 大島哲夫富 山市教育委員 会教育 長（富 山市長
代理 ） ， 外国 の協定校代表 の ザ イ ナル ア ー マド マレイ
シ ア 工科大学学長補佐 ， 高久 晃富 山医科薬科大学長 ，
大井信一元学長及 び 中 尾哲雄関学50周 年事業後援会 副 会
長か ら 祝辞があ り ま し た。 続 い て ， 来 賓に よる鏡開きが
行われ， 柳田友道元学長の 発 声に よ り 乾杯 し ． 関 学 50周
年 を 盛大 に祝 い ま し た。
（記念式典 に お け る学長式辞． 来賓祝辞は ， 1 0 ～ 14 ペー
ジ に 記載）
企式典で配付された「目で見る富山大学の50年J
Aフィルハーモニー管弦楽団が祝典曲を演奏
（富山国際会蛾場）
平成11年12月発行
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企地元選出国会議員． 大井信一元学長ら
（富山第一ホテル）
...応援団吹奏楽部の演奏（富山第一ホテル）
A右から井上孝美前文部事務次官， 時津学長
布村幸彦文部省医学教育課長‘ 水上事務局長
（富山第一ホテル）
企本学の発展を祈念し万歳三唱（富山第一ホテル）
開学50周年を記念し、全学で多彩な催しを実施
関学50周 年 を 記念 し て ， 各部局 が コ ン サ ー ト ， シ ン ポ ジ ウ ム ， 講演会 な ど多彩 な催 し を 実施 し ま し た 。 その 概要 は ，
次の と お り です 。
親子で楽しむマルチメディアコンサートを開催一教育学部一
教育学部 は ， 1 1 月 6 日出， 黒 田 講堂 を 会場 と し て コ ン
ピ ュータを 駆使 し 映像 と 音楽 を 合体 し た 「親子で楽 し む
マ ル チ メ ディ ア コ ン サー ト 」 を 開催 し ま し た 。
こ の コ ン サ ー ト は ， 情報教育課程マ ル チ メ ディ ア 芸術
専攻の 新設に伴い， マ ル チ メ ディ ア を 生か し た 音 楽 教 育
の研究成果を 発表す る 場 と し て ． 教育学部の教官， 学生，
大学院生， 大学 合唱団， 附属幼稚園児， 附属小学 校児童
や 伺小・中学校木管 ア ン サ ン プル な ど総勢約 130人が協
力 し て 企画 ・実施 し た も の。
コ ン ピ ュータの パック オ ー ケス ト ラ と の 合奏， シ ン セ
サ イ ザー の演 奏 と ス ク リ ー ン 映像 と の ク ロス オ ー バー，
身体の動きで音楽 を 表現す る 新 し い 電子楽 器「MIBURI
（ミ ブ リ ） J の 演 奏等多彩 な 音 楽 が 繰 り 広 げ ら れ， 会 場 を
埋め尽 く し た 約500人の 観衆を 魅了， 盛ん な 拍手 を 浴び
ま し た 。
ま た ， 参加型イ ベ ン ト と し て ， コ ン ピ ュータミ ュー ジッ
ク 電子楽器体験コ ーナー も 設置 さ れ， 多 く の 親 子連 れ が
メ ディ ア ミ ック ス 時代の さ ま ざま な 音 楽 の 表現 を 楽 しみ
ま し た 。
な お ， こ の コ ン サ ー ト の 模様は ， イ ン ターネッ ト を 通
し て 全世界に 発信 さ れ ま し た 。
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務
企大ホールで催されたマルチメディアコンサート 企電子楽器体験コーナーにて
平成11年度留学生国際シンポジウム・記念講演会を開催
本学 は ， 関学50周 年記念事業 の 一環 に 文部省 の 助 成 を
得て ， 11月 8 日開， 9 日ωの 二日間 にわた り 「平 成 1 1 年
度留学生 国 際 シ ン ポ ジウム ・ 記念講演会」 を 黒 田 講 堂 及
び富山国際会議場 に お い て 開催 し ま し た 。
シ ン ポ ジウム は 「21世 紀 の 国際交流 と 留学生の役 割J
を メ イ ン テ ーマ と し て ， 帰 国 元留 学生 と 日本在住 の 留 学
生 等 と の 交 流 会 ， 基調 講話 （講師 光 田 明 正桜美林 大 学
教授 ） ， 帰 国留学生か ら の提言， パネル デイス カ ッ シ ョ
ン な ど を 実施 し ま し た 。
主会場の 黒 田 講堂 に は ， 富 山県 内 の 大学 で の学習 を 終
え母国 （ 中 国 ， エ ジ プ ト ， ウク ラ イ ナ ， イ ン ド， フ イ リ
企基調講話中の
光田桜美林大学教授
ピ ン ） で活躍中 の 元留学生 7 名 のほか， 県 内 の 大 学 に 在
籍 し て い る留学生， 留 学経験の あ る日本 人 学生 及 び 県 内
大学関係者 ら 多数が出席 し ， 和や か な 雰囲気の 中 ， こ れ
か ら の 国際交流の在 り 方 や 留学生 の 日本文化 に 関 す る意
外 な 指摘な どに つ い て 活発 な 意見交換が行われ ま し た 。
ま た ， 9 日ω富山国際会議場で行われ た 明石康氏 （ 前
国 連事務次長 ） の記念講演 は「環日本海周 辺諸 国 と の 交
流 と 日本の 役 割J と 題 し た も の で ， 講師の豊富 な 経験 を
踏ま えた 的確な 国 際情勢の 分析や こ れか ら 日本 の 果た す
べき役 割 ・ 方向 性 な どの 説 明 があ り ， 出席 し た 一般市民．
留学生， 大学関係者 ら 約600人 は 熱 心 に 聴講 し ま し た 。
企帰国元留学生から提言
企講演中の明石前
国 連事務次長
二日間にわたり記念講演会を開催ー経済学部一
経済学部 で は ， 11月 1 2 日働経 済 学 部 20 1番 講 義 室 を 会
場 と し て ． 金光沫韓 国 江 原 大学校経営大学長が「21世 紀
日 ・ 韓協力構想、 と 環 東 海 圏 開 発戦略」 と 題 し た 講演 を 行
い ， こ の 中 で21世 紀 に お ける環日本海経済圏の形成 に日 ・
韓両国 の 一層の経済協力 が不可欠で あ り ， その ために は
E Uの ような 環日本海経済協力機構 の 設立が望ま し い旨
強調 さ れ ま し た 。
翌日日凶に は ， 富山国際会議場多目的会議室 を 会場 と
し て ， 篠原三代平一橋大学名誉教授 ， 文化功労者 が 「長
期不況 は な ぜ生 じ た か」 と 題 し た 講演 を 行 い ， こ の 中 で
1990年 代 の 不 況 の 状況 や 小測政権の対不況政策， 金融シ
ス テ ム 安定化の た めの 措置等 に つ い て 分析 ・ 提言があ り
ま し た 。 両講演会 と も 多数の教職員 ・学生及 び市 民 が 参
加 し ， 熱心に聴講 し ま し た 。
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企講演中の金光沫韓国江原大学校経営大学長 ...講演中の篠原三代平一橋大学名誉教授
時ヰ学と裁半iuと題した記念講演会を開催一理学部一
理学部 で は ＇ 11月 12 日 ｛鉱 鈴木敏之東京高 等 裁 判 所 判
事が 「科学 と 裁判J と 題 し た 講演 を 行 い ま し た 。 鈴 木 判
事 は ＇ 30年近 く の 間 裁判 に 携わって きた ー裁判 官 の 立 場
か ら ， その 仕 事 内 容 を 具体的に 紹介 し な が ら ， 科学 と の
接点 を 持つ 諸 裁 判 の 内 容， 科学 に 携わる者が裁判 等 に 関
与す る場面， 更 に は 今 日 性 の あ る裁 判 等 の 状況等 に つ い
て 説明 さ れ ま し た 。 会場の黒田講堂会議室 に は ， 教職員 ・
学生， 市民約100人が出 席 ， 熱 心 に 聞き入 り ， 講 演 終了
後 も 活発 な 質疑応答が行われ ま し た 。
企講演中の鈴木東京高裁判事
記念特別講演会・学術講演会を開催ー工学部一
工学部で は ＇ 11月 12 日 幽工学部大会議室 に お い て ， マ
ル ヅキ カ リ ダ マレイ シ ア 工科大学人工知 能 ・ ロボ ッ ト
工学セ ン ター長 を 講師に 迎え「ニ ューロ ・ フ ァ ジ ー制 御
シ ス テ ム の 新展 開 」 と 題 し た 特別講演会 を 開催し ま し た 。
ま た ， 15 日 切）に は ， カ メ ネッ ツ フ ェ ド ル モ ス ク ワ 物
企講演中のマルヅキカリダ氏
理工科大学一般 及 び応 用 物理学 部 長 を 講 師 に 迎え， 「木
星で観測 さ れる渦運動の シ ュ ミ レーシ ョ ン 」 と 題 し た 学
術講演会 を 大会議室で開催し ま し た 。 両講演会 と も 多数
の教職員 ・ 学生及 び企業 関係者 ・ 市民が参加 し ， 熱 心 に
聴講 し ま し た 。
企講演中のカメネッツ フェドル氏
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記念植樹及び鍬入式を実施
1 1 月 12日幽午前 10時30分か ら ， 関 係部 局 長 及 び 各部 課
長が列席 し ， 学生部前広場 に お い て 「ノ ム ラ モ ミ ジ 」 の
記念植樹及 び鍬入 式が行われ ま し た 。
当 日は ， 小 雨模様の 不 安定 な 天候 と な り ま し た が ， 時
津学長か ら 挨拶があ り ， 続 い て ， 学長， 鈴木人文学部長，
能 登谷学長補佐， 小 i事学長補佐 及 び水上事務局 長が鍬入
れ を 行 い ， 無事式 を 終了 し ま し た 。
本日は ， 記念すべき「富 山大学問学5 0周年記念 式 典 」
を 開催 し ま し た と こ ろご多用 の 中 ， 文部大臣の ご名 代 と
し て ， 文部省高等教育 局 医学教育課長布村幸彦様， 国 立
大学協会代表 ， 富 山県選 出 の 国 会議員 ， 富 山県 知 事 ． 本
学 と 国際交流協定を 締結 し て お り ま す大学の代表者の方々 ，
関係諸国体 及 び企業経営者 を は じ め， 多数の ご来賓の ご
臨 席 を い た だき， か く も 盛大 に 挙行 で きま す こ と は ， 大
学 に と って誠に 大きな 喜 びで あ り ま す 。 ご 出 席 賜 り ま し
た 皆様に ， 富 山大学 を 代表 し，L、か ら お礼 を 申 し上げま す。
戦後， 我が国 の 新制 国立大学の設置 に つ い て は ， 大 都
市 集 中 化 を 避 け． 高等教 育 の 機会 を 全 国 的 に 均等化 す る
と い う理 由 で 1 県 1 大学 と す る 「国立学校設置法」 が 昭
和24年 5 月 に 制定 さ れ， 当 時70校 の 新制 大学が発 足 し ま
し た 。
富 山大学 は ， 今 を 去る明治か ら 大正 の 時代 に か け て 教
育 ， 教 養 ， 経済， 薬学 を 専門 と する 4 つ の 学校 の 設 立 で
発足 し ま し た 。 その 間 ， 明治8 年 （ 1875年 ） 発足の 新川
県 師 範学校 は ， 明治31年に富 山県師範学校 と な り ， 明治
26年（1893年 ） に発足 し た （ 私立 ） 共立 富 山薬学校 は ，
明治42年 （1 909年）富 山県 立 薬学専門 学 校 ， 大 正 9 年
(1920年 ） には 富 山薬学 専門 学校 と な り ま し た 。 ま た ，大
正1 2年(1923年 ） には 富 山県立富山高等 学 校 が， そ し て
大 正13年（1924年 ） には 高岡高等商業学校 が 発足 し ま し
た。 その後昭和の 時代に入 り ， 昭和1 1年 ( 1 936年 ） に は
富山県立青年学校教員 養成所が発足 し ， さ ら に 昭和19年
(1944年 ） には工業系 の 高岡 工 業 専 門 学校が発足 し ま し
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た 。
そ し て 昭和24年 （ 1949年 ） 5 月 31 日 ， 「国 立 学 校 設 置
法J の公布 に よ り ， 新制 国 立 富山大学 は 文理学部 ， 教 育
学部， 薬学部 及 び工学部の 4 学 部 ， 学 生 定 員 690名 で 発
足 し ま し た。
その後． 昭和51年 に は 薬学部， 昭 和53年 に は 和 漢薬研
究所が富山医科薬科大学 へ移行 し ， 昭和60年に工 学 部 が
高岡 市か ら 富山市 への 移転 を 終えて ， 全学部が五福キャ
ン パ ス に統合 し ま し た 。 そ し て 現在， 5 学部（人文学部，
教育学部，経済学部， 理学部， 工学部 ） ' 4 大 学 院研 究 科
（人文科学研究科， 教育学研 究 科 ， 経 済学研究 科 ， 理 工
学研究科 ） ， 地域共同研究セ ン タ ー ， 生 涯 学 習 教 育 研 究
セ ン タ ー ， 総合情報処理 セ ン タ ー ， 留学生セ ン タ ー ， 水
素同位体科学研究セ ン タ ー 及 び保健管理 セ ン タ 一等 を 有
す る地域 に根ざ し た 総合大学 と な り ま し た 。
現在の学生 の入学定員 は ， 大 学 院 生 を 加 え て 1 ,700 余
名， 学生数は7 ,300 余名で あ り ， こ の うち約200 名が留 学
生 で あ り ま す。 そ し て ， 教 職 員 数 は 81 1 名 と な っ て お り
ま す 。
そ し て ， こ れ ま で の 50年 間に約4 万6 千余名の卒業生．
修了生 を 送 り 出 し ， 多数の 創 造性に富 んだ人材が育ち，
多くの研究 の 成 果が生 ま れ ， 囲内外 の様々な 分野で 活躍
し て きま し た 。 こ れ も ひ と えに， 文部省始め． 富 山県 ，
地元関係諸国体， 企業等 関 係各位の ご理解， ご指 導 ， ご
支援 と 深 く 感謝申 し上げる と と も に． 歴代 の学長始め教
職員 の ご努力 に 対 しでも 感謝 と 敬意を 表する次 第 で す 。
平成11年12月発行 品主.＜，千
し か し ， こ の 10数年 来我が国 は ， バブルの崩境， 少子 ・
高齢化， 情報化そ し て 科学技術の高度化 な ど， 大学 を 取
り 巻 く 状況 は ， 今， 大きな 変 革期 を 迎えて い ま す 。
そう し た 中 ， 新 し い 世紀へ向 け ， 地域社会 や産業 界か
ら ， 国 際化社会への さ ら な る躍進を 促す ， 独創的， 先 端
的な 開 発能力 を 有す る人材の 育 成 が大学 に期待さ れて い
ま す 。
富 山大学 は ， こ れ ま で教育研究組織の改革 な ど積極的
に 取 り 組ん で き ま し た が こ の 関 学50周 年 を 契機 に ， 本
学 に 対する社会 の ニ ーズに対応 し て 果た し て きた ， そ し
て こ れか ら 果た す べき役 割を 明確に す べきで あ る と 考 え
て お り ま す 。 そ こ で ， ま ず， 地域 に あ る国立大 学 の 役 割
と し て ，
1 . 高等教 育 の 拡大 に よる人材育 成 の 量 と 質の 向 上
2 . 学術 ・ 文化 ・ 経済等の 中 央 と 地方 と の格差是正
3. 世界に 繋げる地域社会づ く り
と 認識 し ， こ れ ら の 3 つ の大学機能 を 的確に と ら え， 目
的を 達成するた めに ， 富山大学 は 今年 3 月 評議会 に お い
て ， 5 つ の 大 学 の 基本理念 を 決定 し ま し た 。
1 . 生命を 尊重する共生 の 精神
2 . 社会 と 共栄する学術研究の推進
3 . 豊か な 人間 性 と 創 造性 を 培う教育
4 . 地域社会 や 国際社会への 貢献
5 . たゆ ま ざる自己啓発・自己改革
こ の 基本理念 を 来る21世紀の道標と し ま し た 。
さ ら に ， 地域 と の 連 携で進める国際貢献 と し て は ， 本
日 の 50周 年記念 の コ ン セ プ ト と し て い る，「富 山大 学 の
文化 を 世界に 豊か な 科学技術で 環 日 本海未来創造を 」
を 目指 し て い ま す 。
そ し て ， 今回 の50周 年 を 単 な るお 祝 い に するこ と な く ，
意義あ る も の と す べ く ， 数々 の 国際的な講演会， シ ン ポ
ジ ウ ム 等を 開催 し ， 大学 の 国際 的通用 性 の 向 上 を 図 る た
めの 意識の高揚， 知 的国 際 貢献の発展 と 新た な 留学生施
本 日 ， こ こ に ， 富山大学関学50周 年記念 式 典 が挙行 さ
れるに 当 た り ， 一言お 祝 い の言葉を 申 し 上げ ま す 。
本学 は ，昭 和 24年 の学制改革 に よ り 富 山大 学 と し て 新
た に発足 し て 以来 ， 今 日 ま で充実 し た 教育研 究 を 展 開 し
て こ ら れ ま し た 。
こ の 間 ， 有為な 人材 を 各界に輩出 し ， 優 れ た 教 育 研 究
実績を 挙げ ら れ ， 我が国社会 の発展 に 大き く 貢献 し て こ
ら れ ま し た 。 特 に ， 近 年 ， 地域 と の 連 携協力 を 促進す る
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策を 主た る記念事業 と し て い ま す 。 国際交流 に つ い て は ，
現在の 5 か国 12大学 と の学術交流協 定 を さ ら に 進め， 単
な る形式 に と どま ら ず相互交流 に よ り 大きな 成果 を 上 げ
るような 定期的な 国 際交流推進事業 を 主計画 と し て い き
ま す 。
ま た ， 地 域 に 開 か れ ， 地域 に根差 し た 高等教育 機 関 と
し て ， 社会 と 共栄す る学術文化 の 向 上 に よ り ， 産官学 の
連 携促進に よるベ ン チ ャ ー 企 業 の 創 成 ， 豊か な 人間 性 を
培う生涯学習機会 を 提供 し 21世紀 に は個 性 に 輝 く 大 学
と し て 発展 で きるよう， 一層の改革 に 努めて ま い り ま す。
今回 の記念事業 は ， 極めて 厳 し い 経 済環境 に あ り な が
ら ， 富山県，近 県 の 各企業や団体， 同 窓会， その 他 ， 多
く の 方 々 か ら の 暖か い ご寄付 を 頂戴 し て の 実 施 で あ り ま
す 。
特 に ，21世紀への 国 際化 に 向 け て ， 学 生 ， 研 究者 の 国
際交流 を 支援する「研究者及 び留学生 の 受 入 れ・派遣を
主 と する事業J の 充笑及 び図書の充実で あ り ，所期 の 目
標が達成できま す こ と を 念願 し ， こ の 席 を お 借 り し て ，
心か ら 深 く お 礼 を 申 し上 げ ま す 。
富山大学 は ， 富 山県の 中 心街に位置 し ， 人文 社 会 系 ，
自然科学系の学部 を 有する総合大学です 。 学 際 領域 が急
速に発展 し ，従来 の学問分野の 境界が な く な り つ つ あ り
ま す 。 こ れか ら は 専門分野 を 越えて ， その 特色を 生 か し
て ， 地域 に 根差 し て ， 地域か ら 愛 さ れ ， 親 し ま れ ， 聞か
れた ア カ デ ミ ック キャ ン パ ス プ ラ ン に 取 り 組み ， 教 育 ・
研究 ・ 社会貢献を 柱 と し た 環 日 本海拠点 づ く り と し て 新
た な 飛躍 を 進めて ま い り ま す 。
最後 に な り ま し た が， こ こ に ご 列席 の皆々 様の ご多幸
と 変わ ら ぬ暖か い ご支援と ご 鞭捷を 賜 り ま す よう切に お
願 い し て 私の式辞と い た し ま す 。
平 成 1 1 年 1 1 月 13 日
富山大学長 時 津 貢
と 同 時 に ， 諸外国 と の学術・文化 に 関 する国際交流 の 推
進 を 積極的に 図って お ら れる と 伺って お り ま す 。
本学が関学50周 年 を 迎え ら れ ま す こ と は ， 誠に 喜 ば し
い こ と で あ り ， 歴代 の 学長 を は じめ， 教 職 員 皆様の ご 努
力 に対 し ，心か ら 敬意を 表する次第 で あ り ま す 。
さ て ， 我が国 の 高等教育 に つ い て は ， 来 る2 1世 紀 に お
ける大学 の あ るべき姿を 明 ら か に し ，その た めの 改 革 方
策を 実施 に 移 し て い く こ と が大きな 課題 と な って お り ま
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す 。 特 に 国 立大学 に つ い て は ，そ の 果 た す べき役 割への
期 待が高 ま る一 方で，その た めの 積極的な 改 革 が 強 く 求
め ら れ て お り ま す 。
現在，本学 に お か れ で も ，様々 な 工夫を こ ら し た 大 学
改革を進め ら れ て お り ま す が， こ の ような 大 学 改 革 は 一
朝一 タに し て 実現 さ れる も の で は な く ， 関 係者 の た ゆみ
な い 努力 の 積み重ね に よって 可能 と な る も のであ り ま す。
今後 と も ，本学が こ れ ま で の 輝か し い実績を踏 ま えつ
つ ， ま す ま す 教 育研究の 実をあ げ ら れ ， そ の 真価 を発 揮
さ れ ま す よう，一 層の ご尽力 を期待す る も の で あ り ま す。
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終わ り に ． ご臨席の皆様方 に お かれ ま し で も ， こ れ を
契機 に 本学 に 対 し ，よ り 一層の ご支援を賜 り ま す ようお
願 い 申 し 上 げ ま す と と も に ，本学の ま す ま す の ご 発 展 を
祈念 し ，お 祝 い の 言葉 と い た し ま す 。
平成1 1年 1 1 月 13日
文部大臣 中 曽根 弘 文
（代読 文部省高等 教 育 局 医学教育課長 布 村 幸 彦 ）
｜国立大学協会会長祝辞｜
本日， 富 山大学 関 学5 0周 年記念式典が挙行 さ れる に 当
た り ，国立大学協会を代 表 し て お 祝 い の 言葉を申 し 上 げ
ま す 。
貴学 は ，富 山県 に 設 置 さ れて い た 高等教育 機 関 を統合
し ，新制 国 立 大学 の ーっ と し て 昭和24年 に 発足い た し ま
し た 。 貴学 の 今日 ま で の 半世紀聞は，我が固に お け る戦
後復興 と それ に 続 く 高度経済 成 長 と い う，我が 国 の 社 会
と 文化 の発展・変貌の 時 と ，歩みを共に す る も ので し た 。
貴学が， 歴代 の学長をは じ め教職 員 ご一 同 の 不 断 の 努
力 と ，先輩や 地元関係者 の ご理解 と ご 協 力 に よって ， 関
学以後50年 の 聞 に ，我が 国 に お ける有力 な 総 合 大 学 に 発
展 さ れ ま し た こ と ，ま た ，教育 と 研究の両国にわた って ，
優 れ た 成 果を挙げ ら れ，幾多の優 秀で指導的な 人材 を 輩
出 し て こ ら れ た こ と は ，誠に喜ば し い こ と で あ り ま す 。
貴学が，その組織に お い て ，教 育 と 研 究 の 高度 化 に 対
応 す べ き 体 制 を着々 と 整備 さ れる と と も に 夢大 学 in
TOYAMA や 公 開 講座の 実施 に よる大学 の 開放，共同 研
究等 に よる地域社会 と の 連 携，外 国 の大学 と の 学 術交 流
の 推 進，留学生 の 受 け 入 れや学生の 海外研修 の 実 施 に よ
る国際交流の活性化等，教 育 と 研究 の 両面に お け る多様
な 試み に 積極的に 取 り 組 ま れて お ら れる こ と に ， 深 く 敬
意を表 し ま す 。
ま た ，貴学が，それ ら の 活 動 に つ い て ，不 断 に 点 検 と
評価を実施 さ れて ，改 革 への 努力を惜 し ま れ な い 姿の 中
に ，大学が向 かうべき方 向 が窺われて ，示唆的です 。
今日の我々 の社会 は ，多 く の 面に お い て 根本か ら の 改
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草を迫 ら れて お り ま す 。 改 革 の 緊急性 に お い て 大学 も 例
外 で は あ り ま せん 。 そ も そ も ，教育 と 研 究 が，創 造性 に
基づ く 不 断の 自己変革で あ る と す れば， む し ろ，社会 に
先駆け て ，自 ら の 存在を問い 直 し ，自己 改 革 に 取 り 組む
こ と が，大学の使命で あ り ま す 。
環境問題，エネルギー問題，あ るい は 人口爆発 や 民 族
紛争な ど，人類 の生存に と って 危機的な 問題 の 解決 を ，
来るべき21世紀 に委ねな け ればな ら な い 今日，大学 は ，
未来の社会を担い，こ れ ら の 問題 を 解決す る主体 的・個
性的な 人材を養成す る と と も に 人類 の 文化 と 福祉の増進
に 寄与す る真 に 創 造的な 学 術研究 を 切 り 拓い て い く こ と
が求め ら れて お り ま す 。
貴学が，こ の意義深い50周 年 を 機 と し て ，新 し い 世 紀
を 視野 に 入 れ た 理 念 に 基づき，教育 と 研究 の 両面に お い
て ，な お一層の発展を遂げ ら れ，内 外 の 期 待 に 応 え ら れ
る と 共に，大学の使命を全うさ れるよう祈 念 い た し ま す。
世紀の変わ り 目に お け る貴学の 関学50周 年 記 念 が， 同
時 に ，可能性 に 満ちた輝か し い 新た な 次の半世 紀 への 出
発 で あ る こ と を確信い た し ま し て ，私の祝辞 と さ せて い
ただきま す 。
平成 1 1 年 1 1 月 13日
国 立大学協会会長 蓮 賓 重 彦
（代読 静岡大学長 佐 藤 博 明 ）
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富山県知事祝辞
立 山連 峰の 新雪が美 し い季節 と な り ま し た が ， 本 日 ，
多 く の ご来賓の皆様方 の ご 臨 席 の も と ， 富山大学問学50
周 年記念式典 が こ の ように 盛大 に 開催さ れ ま す こ と は ，
誠に 喜ば し い限 り で あ り ， 富 山県民 を 代表い た し ま し て ，
心か ら お 祝 い 申 し 上 げ ま す。
貴大学 は ， 昭 和24年 5 月 に 県内 唯一の 総 合 大 学 と し て
設置 さ れ て 以来 ， 半世紀 にわた り 本県 の 高 等 教育 や 学術
研究 に お ける中核的な 役 割を 担って お ら れ ま す。 さ ら に，
海外の大学 と の 学術交流協定の締結や 国 際交流会館の 建
設 な ど， 活 発 な 国 際交流 を 展開 し て お ら れ ま す 。 ま た ，
産学共同研 究 や 各種公開講座の 開催に積極的に取 り 組 ま
れ， 地域 に 聞か れ た 大学 と し て ご貢献い ただい て お り ま
す。
こ こ に ， 歴代学長 を は じ め と す る教職員 の 皆様の ご 熱
意 と ご努力 ， 並びに 文部省 は じめ， 関 係 各位の ご尽力 に
対 し ま し て ， 心か ら 敬意を 表する次第 で あ り ま す 。
貴大学 で は ， こ れ ま で 4万6 千余名 の卒業 生 を 世 に 送
り 出され て お り ま す が， こ れ ら の 方 々 は 各方 面 に わた り
多彩な ご活躍を さ れて い る と こ ろで あ り ま す。 今後 と も
貴大学が， 優 秀な 人材の養 成 ， 高 ま い な 学術 研 究 ， 地域
への社会貢献な どを 進め ら れ 大 い に 発展飛躍 さ れ る こ
と を 期 待 し て お り ま す 。
富 山県 は い ま ， 「人材立県」「生活立県」「国 際 立 県 」
の 三つ の 立県構想 を 掲げ 「 し あ わせに 生 きる富 山県 の
創 造」 に全力 を あ げて 取 り 組ん で い る と こ ろであ り ま す。
今 日 ， 本 県 は 全 国 で も ト ッ プ レベル の 「住みよい 県 」 と
し て 高 い 評価 を 受 け て い ま す が ， こ れ か ら は ， さ ら に
「住みた い 県」 と し て 発展 さ せて い か な け れば な り ま せ
ん。 そ し て ， こ う し た 県づ く り を 進めて い く うえで根本
と な るの は 「人 づ く り 」 で あ る と 考えて お り ま す。
貴大学 に お かれ ま し て は ， 新世紀 に お ける「人づ く り 」
を 担って い た だき， 富 山県 の 発展 の た め一層の ご尽力 を
賜 り ま す ようお 願 い 申 し 上 げる次第 で あ り ま す。
終わ り に ， 富山大学が， 今後限 り な く 発展 さ れ ， 輝か
し い伝統を 築い て い か れ ま す と と も に ， 本 日 ご 臨 席 の 皆
様方の一層の ご健勝 ， ご活躍， ご多幸 を お 祈 り 申 し 上 げ
ま し て ， お 祝 い の 言葉 と い た し ま す。
平成 11年11月 13 日
富 山県知事 中 沖 豊
｜日本富山大学関学50周年記念式典祝辞｜
尊敬する時津 貢学長
尊敬する富山大学教員 各位 学生各位
尊敬する富山県庁関係者各位 来 賓各位
富 山大学関学50周年記念式典 に あ た り ， 友好姉妹校 の
代表 と い た し ま し て ， ま た ， 遼寧大学の教職 員 及 び学生
を 代表 い た し ま し て ， 富 山大学時津 貢学長並び に 全校
の 教員 ， 学生の皆様に対 し ， 謹 ん で熱 烈 に お 祝 い を 申 し
上 げ ま す 。
富 山大学 は 日 本 の 著名 な 国 立大学の一つ で あ り ， 50年
間 の 奮闘 と 何代 に も わた る関係者の皆様の勤勉な る努力
の結果， 専攻分野 は 充実 し ， 科学研究 も 確固た る基礎を
持ち． 著名 な 研 究者が多数所属 さ れ， 教育の 質 も 極 めて
優 秀な ． 強い競争力 を 備えた総合大学 と な ら れ ま し た 。
我々 は 富 山大学が育成 し て こ ら れ た 人材 と 科学研究方面
に お け る成功 に 対 し ， 衷心よ り お 祝 い を 申 し 上 げ ま す と
と も に ， 富 山県庁の有識者各位及 び富山大学歴代 の 学 長
先生及 び教師学生の皆様に 崇高 な る敬意 を 表す る も の で
あ り ま す。
日 中 両国 は 「一 衣帯水」 の 友好国 で あ り ， 悠久 た る友
好の伝統を 持って お り ま す。 富山大学 と 遼寧大学 は 1 986
年 に 早 く も 友好姉妹校関 係 を 結び， それか ら 十数年 に わ
た り ， 両校 は学術交流， 共同研究， 研究者交流 ， 学 生 交
流 な どに お い て 重要 な発展 を 遂げて参 り ま し た が， その
問． 貴校の 良好な る学風 と 堅実 な科学研究， 熱 烈 な 支持
と 入念 な 協 力 は遼寧大学 の 関 係者 に 深い 印象を 残 し ま し
た 。 双方の 友好交流 は 高等教育事業 の 推 進 と 日 中 友好関
係 の 深化 に 重要 な 役 割を 果た し て きた の で あ り ま す。 こ
こ に ， 私は 時浮 貢学長 及 び富山大学の関係者の皆様に，
心よ り 感謝申 し上 げ ま す 。
新 し い 世紀 を 迎えるこ の 時期 に ， 人類社会 は ま さ に 平
和と 発展の達成 に む かつて 奮闘努力 し て いる と こ ろで あ
り ま す。 世界中 で科学技術革命は 深い段階への 発展 を 続
け て お り ， 人 類 の 進歩は高等教育 に 対 し て挑戦 し ， ま た
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チャ ン ス を 与えて も お り ま す 。 こ の た め， 世界中 の 高等
教育界が友好 を 発展 さ せ， 交流 を 密に し ， 協力 を 深める
こ と に よ り ． 共同 で科学技術革 命 と 人 類 の 進歩に 適 し た
高等教育 の モデル と 人材養成機構 を 探求する必要があ り
ま す 。 人 類 の 進歩 と 発展の た めに ． 知 力 ， 科学技術， 人
材 に よる協力 を 行うこ と が， 世界の平和と 発展 に 貢献す
幸E 第419号
る こ と に な るか ら で あ り ま す 。
1999年1 1月 13日
遼寧大学党委員 会書記 校務委員 会主任
張 述 馬
l 関学50周年記念事業後援会会長祝辞 ｜
本日， ここに ，富山大学関 学50周年記念 式 典 が挙行 さ
れるに 当 た り ，一言お祝 い を 申 し 上 げ ま す 。
開 学以来 こ れ ま で の 間 大学の運営 と 発展 に ご尽力 さ
れて こ ら れ ま し た 歴代の 学長先生並びに ， 諸 先 生 方 ， そ
し て 職 員 の皆様，さ ら に は，卒業 生 や ， 在 学 生 の 皆様に
対 し ，衷心か ら 敬意を 表 し た い と 存 じ ま す 。
昭和24年 に 富 山県 を は じ め と す る地元関係者の強い 要
望で，発足し ま し た 富 山大学が関学50周年 を 迎え ら れる
に 当 た り ，私ど も 地元関係者が中 心 と な って，その充実 ・
発展 の た め富山大学の 開 学50周 年 を 支援するのが務めで
は な かろうか と 考え，誠に ｛普越な が ら 富山大 学 関 学50周
年記念事業後援会 の 会長 を お 引き受 け い た し た 次第で ご
ざい ま す 。
富 山大 学 は ，私ど も の 期待どお り ，発足 し て 以来 ， 4
万余人 の 卒業生 を 送 り 出 し ，こ れ ら 卒業 生 は ，社 会 の 各
界各層で活躍 し て お ら れ ま す 。 ま た ，地域 に 根ざ し た 大
学 と し て ． 地元企業 と の 共同研究で多 く の 輝か し い 実績
を 上 げて お ら れる と と も に ，公 開 講 座や大学 の 施 設 開 放
等，積極 的に 地域社会 の ために， 永 年 に わた り 多大 な る
貢献を な さ れて こら れ ま し た こ とに対 し ， 改めて 敬意 を
表 し ま す 。
私ど も が21世紀 を 目前 に し て ，将 来 の 富 山 大 学 に 大 い
に 期 待 し た い こ と は ，関学50周年 と い う記 念 す べき年 を
機 に ，更 な る研績 を 積 ま れ，地域 に 根ざ し 開 かれ た 大 学
と し て ， 教育 ・ 文化 ・ 産業 の発展の拠点 と し て 寄与 さ れ
る と と も に ，国 際化が進展 す る中 で，諸外 国 の 大学 と の
間 で，教育 ・学術研究等の 交流 を 一層推 進 し ， 国 際 交 流
活性化の推進を 図 り ， 真 に グロー パ ル ・ス タ ン ダー ドに
値する大学 と し て ，力 強 く 遁進 さ れる こ と を 記念 す る も
の で あ り ま す 。
終わ り に ， 富山大学 の益々 の ご発展 と ， ご 臨 席 の 皆様
方 の ご健勝，ご活躍を 祈 念 申 し 上 げ， お 祝 い の 言葉 と い
た し ま す 。
平成11年 1 1 月 13日
富山大学 関学50周 年記念事業後援会会長
本 多 正 道
大連理工大学並びに蘭州大学と大学問学術交流協定を締結
本学 は ， 11月 11日（柑に 中 華人民共和国 の 大 連 理 工 大 学
と ， 翌12日幽に は 蘭 州 大学 と 学術交流協定 を 締結 し ま し
た 。 学長室で行われ た 協定調 印式 に は ， 時i事学長 を は じ
め学長補佐， 各学部 長 ， 附属 図書館 長 及 び事務 局 長が出
席 し ， 大連理工大学肖副学長 ， 蘭 州大学鄭副学長 と それ
ぞれ協定書 を 取 り 交わ し ま し た 。
今回 の 締結は ， 昨年 ， 時 i事学長が大連理工大学 を ， 水
上事務 局 長が蘭 州 大学 を 訪閉じた こ と がきっかけ と な り
準備が進め ら れ て きた も の で ， 今後 は 本協 定 に 基づい て
教員 ・ 学生の交流， 共同研究の実施及 び学術出版物等 に
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よる情報交換 を 主な 柱 と し て 相互交流 を 進める こ と に な
り ま す 。
大連理工大学 は ， 1949年 に設立 さ れ た 物理 ， 工 業 及 び
環境科学 な どの理工系大学 で あ り ， ま た ， 蘭 州 大学 は ，
1909年 に 設置 さ れた 3 学 院 ， 22学部45学科 及 び35研 究所
を 持つ総合大学 で ， い ずれ も 中 国 国家教育委員 会 直属 の
大学 と さ れて い ま す 。
な お ． こ の 締結に よ り ， 本学の大学問協定校 は 5 大 学
と な り ま し た 。
平成11年12月発行
企協定書を取り交わす時運学長（左） と
大連理工大学の肖副学長（右）
主比千 報 第419号
企蘭州大学の鄭副学長（前列右）
を囲み記念撮影
推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜入学試験を実施
平 成 12年 度推薦 入学， 帰 国 子女 ・ 社会人特別選抜 入 学
試験 （人文学部推薦 入学試験を 除 く 。 ） が， 去 る11月 24
日 閥会学部 で 実施 さ れ ま し た 。募集 人 員 237人 に対 し 520
人 の 志願 があ り ま し た が 試験当 日 は 5 16 人 が受験 し ま
し た （欠席者 4 名 ） 。 こ の 試験の 合 格者発 表 は 12 月 3 日
幽に行われ ま す。
企試験開始を待つ受験生（工学部検査場）
平成11年度科学研究費補助金交付決定者一覧
研究種目
研 究 代 表 者
研 究 課 題
交付決定額 配 分 予 定 額
所 属 職 氏 名 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度
特定領域研究（BXZ) 教育学部 教 授 竹内 茂弥 自 然環境下でのプ ラ スチッ ク の生分解 千円 千円 千円 千円性評価 4,100 3 ,200 
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��［！）� 
異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 d合t・
採 用 11. 12 . 1 高野智恵美 事務補佐員 （ 人文学部・理学部 ）
昇 任 ，， 山口 昌樹 助手 東京 農工大学 助教授 工学部 （ 物質システム工学科生命工学）大学院生物システム応用科学研究科
退 職 広〉 高野智恵美 事務補佐員 （ 庶務部庶務課） 平成11年11月 3 0日銀 り 退職
死 亡 11. 11. 28 辰巳 昭典 教 授 教育学部 （音楽教育 ） 死亡 （ 公務外）
司�［！）［！）
第1回O B・事務系職員懇談会を開催
本学で は ， 開学5 0周 年 を 契機 に OB·事務系 職 員 懇 談
会 を 発足さ せ， 関 学5 0周 年記念式典が挙行 さ れた 11月 13
日（土j， 富 山県民会館 に お い て . 0 B44人 ， 現 職36人 合 計
8 0人 の 出席 を 得て ， 第 1 回 の 懇談会 を 開催 し ま し た 。
び早崎元事務長か ら ， 在 職 中 の様々 な 思い 出 が披露 さ れ
ま し た 。 続 い て， 昨年秋 に 叙勲 を 受賞さ れ た 西村 元事 務
局 長 に お 祝 い の 花束 を 贈呈 し た後 ， 菊地前事務 局 長 の 発
声に よ り 乾杯 し ， 懇 談 に 入 り ま し た 。
開 会 に あ た り ， 水上事務局 長 か ら ， こ の会 の設 立 経緯
の 説 明 と 大学の 近況報告 があ り ， 次 い で 泉元事務局 長及
参加者 は ， 懐か し い 顔ぶれ と 時間 を 忘れ て 旧交 を 温め
あ い ， 1 年後 の 再会 を 約束 し て い ま し た 。
企O B ・事務系職員80名で記念撮影
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産官学交流フェスティパル “経営者・研究者交流会” を開催
地域共同研究セ ン タ ーで は ， 11月 17日制工学 部 に お い
て 産官学交流 フ ェ ス テ ィ パ ル「第 13回経営者 ・ 研 究 者 交
流会」を 開催 し ， 経営者 ・ 研 究 者 等 2 10名 が参加 し ま し
た 。
こ の 交流会 は ， 民 間 企業 の経営者 ・ 研究者及 び県 内 の
高等教育機 関 ， 公設試験研究機 関 の研究者が一堂に会 し ，
お互いの研究 テ マーの 紹介や情報交 換 を 行 い ， 産官学 の
共同研究の推進を 図 るこ と を 目的に毎年開催さ れて い る
も の です。
当 日 は ， 女 川 セ ン タ ー長 か ら の 開会 挨拶の後 ， ト ッ プ
講演会が行われ ま し た。 側不二越取 締役会長 の 本多正 道
氏 に よる「企 業 の 生き残 り を か け て 」 と 題 し た 講演 は ，
最近 の景気動 向 と 実感及 び生き残 り を か け ‘勝ち組’ に
企講演中の本多会長
入るための 企業努力 ・ 経営努力 等 の 実践 を 交えた内 容で．
経営者 ・ 研究者が熱心 に 聞き入 り ， 講演終了後 も 活発 な
質疑応答が行われ ま し た。
引き続き， 「電子デバイ ス ・ 情 報 処 理J ， 「 メ カ ト ロ ・
加工技術J， 「新素材J. 「バイ オ サ イ エ ン ス J ， 「産学 連 携
推進セ ッ シ ョ ン J の 五 つ の分科会 に 分か れ て ， 企 業 の 研
究者や大学教官な どか ら 15の テ マーに つ い て研究成果の
発表が行われ， 各分科会 と も 熱 心 な 意見交換が行われ ま
し た。
な お ， 分科会終了後 の懇親会 に お い て も ， 産官学 の 連
携推進の ための情報交換等 が活発 に 行われ， 参加者 は 相
互理 解 を 深めて い ま し た 。
... r電子デバイス ・情報処理j分科会の模様
平成11年度文部省永年勤続者表彰伝達式を挙行
平 成 11年度文部省永年勤続者表彰伝達式が， 11月 24日
（泌に 学長 室 に お い て執 り 行われ ま し た。
伝達式で は ， 事務局 長 ， 庶務部長， 経理部長 ， 人事課
長 及 び経理課長が列席す る中 ， 時 i事学長 か ら 被表彰 者 に
対 し 表彰 状 と 記念品が贈 ら れ ま した。
記念撮影後， 局 長室 に お い て被表彰 者 を 囲む懇談会が
開催さ れ ， 永年 の労 を ねぎ ら い和や か な 懇 談が行われ ま
した。
な お， 表彰さ れた方々 は次の と お り です 。
(20年勤続者表彰 ）
事務局 施設課長 芋野 昭作
経理課課長補佐 刈賀 春樹
（以上 2 名 ）
企記念撮影（前列左から， 芋野施設課長， 時運学長，
水上事務局長． 刈賀経理課課長補佐）
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教務委員会主催による特別講演会を開催
教務委員 会 は . 11月 25日（材午後 l 時3 0分か ら ， 原 島
茂 C I C カ ナ ダ 国 際大学理事 を 講 師 に 迎え． 特 別 講 演
会 を 開催 し ま し た 。 原 島 理事 は ， 「大学 に お け る外 国 語
教 育 の 方 向性 に つ い て 」 と 題 し た 講演 を 行 い ， その 中 で ，
カ ナ ダ 国 際大 学 の 設立目的や ス キル と し て の外 国 語教 育
の 実 施 と その効果な どを 経験を 交 えて 説明され ま し た 。
会場 の 黒 田 講堂会議室 に は ， 教職員65名が出席 し ， 熱 心
に 聴講 し ま し た 。
企講演中の原島理事
国立大学の独立行政法人化問題に関する説明会を開催
11月 25日（対午後 3 時 か ら ， 国 立大学の独立行 政 法 人 化
問題 に 関 す る説明会 が開催さ れ ま し た 。
きっきん
こ の 説 明会 は ， 喫緊の 事項 と な って いる大学 の 独 立 行
政法人化問題 を ， 時 i幸学 長 自 ら 教職員 に説明 す るた め企
画 さ れた も の で ， 会場 の 経 済 学 部 2 01講 義 室 に は 教 職 員
約18 0名 が出 席 し ま し た 。
時 i事学長 か ら は ， 「国立大 学 の 独 立行 政 法 人 化 の 検 討
の 方 向 」 （ 平 成 11年 9 月 2 0日文部省 ） な ど を 資 料 と し て ．
11月 17日同， 18日（対の 国 立大学協会総会 に お け る議論な
ど最近 の情勢を 交えて事項別 に 説 明 があ り ， 出 席 し た 教
職員 と 活発 な 質疑応答を 行い ま し た 。
企教職員多数が出席した説明会（左） 説明を行う時津学長（右）
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中学生の図書館体験学習等を受入れ一附属図書館一
附属 図 書館 で は、富山県教育委員 会が今年 度 か ら 推 進
し て い る体験学習事業「社会 に 学 ぶ『i4歳 の 挑 戦J」 に
協力L、1 1 月 16日か ら 4 日間 、 6 名 の 中 学生 を 受 入 れ ま
し た 。
こ の事 業 は 、生徒達 が体験学習 を 通 じ て 自分の良さ や
可能性 を 発 見す る こ と を 目的 と し て お り 、富 山市 立 西部
中 学校か ら 附属 図 書館 に 対 し 受入要請があった も のです。
附属 図書館 が準備 し た 学習 内 容は 、ヘル ン 文庫な どの
館 内 見学、図書の 受 入 れ、カ ウ ン タ ー サ ー ピ ス 、 オ ン ラ
イ ン に よる図書検索等多岐にわた る も の で し た が、生 徒
達 は 連日朝8 時 半か ら 午後 5 時 ま で充実 し た 体験学習 を
行い ま し た 。
な お 、近年、学校 に お ける情報教 育 の 充実が図 ら れ て
い るせい か、生徒達 は 、図書館の情報 シ ス テ ム に 大 き な
関心を 示 し て い ま し た 。
ま た 、附属 図書館 は 、引き続 い て 11月 22日か ら 5 日間、
近畿大学通信教育 部 の 依頼に よ り 図書館実習 生 l 名 を 受
入 れ、指導 を 行い ま し た 。
こ の二つ のケー ス は 、図書館職員 に と って も 日常業 務
を 見つめ直す機会 と な り 、「教うるは学ぶの 半ば」 （書経）
を 実感さ せ ら れ大変有意義 な も の と な り ま し た 。
企中学生に端末機操作を指導する図書館職員
⑧⑮⑤③®©800③ 
平成1 1年 度教職員 文化展が. 11月 10日凶か ら 12日幽 ま
で の 3 日間 黒 田 講堂 で 開催さ れ ま し た 。 本文化展 は ， 毎
年 ， 教職員 及 び その 家族 に 出品を 呼びかけ催さ れて い る
も の で ， 今年度 は 53名 の 方 か ら ， 書 ， 絵画 ， 盆景． 盆栽
な ど80数点 の作 品が展示 さ れ ま し た 。
期 間 中 は ， 教職員 の ほか市民， 学生が大勢訪れ ， 多 く
の 個 性 あ る作品を 鑑賞 し ま し た 。
企作品を鑑賞する教職員（黒田講堂会議室）
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学内バ ド ミ ン ト ン大会を開催
平 成 11年 度学 内 バド ミ ン ト ン 大会 が， 11月 6 日目第 一
体育館 で 開催さ れ ま し た 。 試 合 は 団 体戦で行われ， ま ず
7チー ム が 2 グ ル ー プに 分か れ て 予 選 リ ー グを戦 い ， そ
の 後 各グ ル ー プの 1 位チー ム が決勝戦を， 2 位チー ム が
3位決定戦を行 い ま し た 。
今大会 は 男 子34名 ， 女 子11名 の 計45名 が参加 し ， 白 熱
し た 試合 を繰 り 広 げ た 結果， 教育学部チー ム が優勝 し ま
し た 。
な お ， 入 賞チー ム は次の と お り です 。
優 勝 教 育 学 部チー ム
次勝 工学部チー ム
3 位 学生 部チー ム 企試合終了後． 記念撮影（第一体 育館）
学内卓球大会を開催
平 成1 1年 度 学 内卓球大会が， 11月 19日幽第 二 体 育 館 で
開催さ れ ま し た 。 今大会 は 男 子28名 ． 女 子12名 の 計40名
が参加 し ， 晩秋 の 夜 に 心地よい 汗を流 し ま し た 。
参加 6 チー ム が予 選 リ ー グ， 決勝 ト ー ナ メ ン ト を行 っ
た 結果， 教 育学部チー ム が優勝 し ま し た 。
な お ， 入 賞チー ム は 次の と お り です 。
優 勝 教 育学部チー ム
次勝 本 部チー ム
3 位 工学部 A チー ム
A試合開始前の ひ と と き（第二体育館）
｜ 学内ボー リ ング大会を開催 ｜
平成 11年 度学 内 ボ ー リ ン グ大会が， 11月 22日（月）富 山 ゴー
ル デ ン ボ ウ ル で 開 催 さ れ ま し た 。
大 会 に は ， 男 子54名 ， 女 子22名 合計76名 が参加 ， 各 自
2 ゲー ム を 行い， 団体戦 と 個 人戦で 合計点数を 競い合い
ま し た 。
競技 中 ， ス ト ラ イ ク を 投 じ た チ ー ム か ら は大 き な 歓 声
があ が り ， ス ペア を 逃 し た チ ー ム か ら は落胆の た め 息 が
出 る な ど， 各 チ ー ム と も 初 冬 の 寒 さ を 忘れ て ゲ ー ム を 楽
しみ ま し た 。
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な お ． 成績は次の と お り です 。
O 団 体戦
優勝 工学部 A チ ー ム
次勝 人文学部 ・ 理学 部 チ ー ム
3 位 経理課 A チ ー ム
。 個 人戦 （男 子）
優勝 堀 田 裕弘 （ 工学部 ）
次勝 山西 潤 ー （総 合情報処理 セ ン ター ）
3 位 三井 隆志 （工学部 ）
1218点
1 172点
1 133点
355点
336点
335点
平成11年12月発行
。個 人戦 （ 女子 ）
優勝 長 崎 宏美 （ 人 文学部 ・ 理学 部 ） 266点
次勝 寺林 真佐美 （工学部） 248点
3 位 京極 真 由 美 （ 工学 部 ） 245点
学
報 第419号
企始球式で ボールを投 じる能登昔学長補佐
⑤ ⑤ ⑧ ⑥ ⑧  
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外 国 出 張 ノ 、 ン ガ リ 一
附属養護
オ ー ス ト リ ア 平成11年度国立大学 ・ 学部附属学
1 1 .  1 1 .  1 
学 校 教 諭 高 野 久 子
ド イ ツ i裏 手目フ ラ ン ス 校等教官海外教育事情等視察メ キ シ コ
ア メ リ カ 合 衆 国 1 1 .  1 1 .  26 
人文学部 助教授 竹 内 ア メ リ カ 人類学会1999年度大会 に
1 1 .  1 1 .  1 4  
潔 ア メ リ カ 合 衆 国 出席， 研究発表 1 1 .  1 1 .  23 
教育学部 教 授 佐 藤 幸 男
オ ー ス ト ラ リ ア ・ ア フ リ カ 研究集
1 1 .  1 1 .  24 
オ ー ス ト ラ リ ア 会 に 出席 ， 資料収集 1 1 .  12 .  1 
工 学 部 教 授 井 上 正 美
第 9 回International
a
SJdm���um 1 1 .  1 1 .  26 中 国 on Fine ChemistFC cti-o出n席al' P研ol究vm発er表s ( FP - IX ） に
1 1 .  12 .  4 
海 外 研 修 1 1 .  1 1 .  3 
工 学 部 助教授 河原田 淳 オ ー ス ト リ ア 欧州医用生体工学会議に 出 席
1 1 .  1 1 .  9 
経済学部 教 授 酒 井 富 夫 チ
ェ コ 農業の企業形態 と 土地所有制度 に
1 1 .  1 1 .  10  
オ ー ス ト リ ア 関する 現地調査
1 1 .  1 1 .  22 
工 学 部 助教授 星 野 一 宏 第 5 回 ア ジ ア 一太平洋生物工学会
1 1 .  1 1 .  1 2  
タ イ 議に 出席， 研究発表 1 1 .  1 1 .  19  
経済学部 助教授 岩 内 秀 徳
在ブラ ジ ル 日 系企業の海外事業展 1 1 .  1 1 .  1 3  
ヴ フ ン Jレ 開 に 関 す る ヒ ア リ ン グ調査， 資料
収集 1 1 .  1 1 .  28 
工 学 部 助 手 喜 久 田 寿 郎 熱物性国際会議 T P P M開に出席，
1 1 .  1 1 .  1 6  
シ ン ガ ポ ー ル 発表 1 1 .  1 1 .  22 
工 学 部 助教授 諸 橋 昭 一
第 9 回 F C F  P 国際 シ ン ポジ ウ ム
1 1 .  1 1 .  26 
中 国 に出席 1 1 .  12 .  4 
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氏 名
国 籍
張 述 馬
（ 中 国 ）
李
ヤ
彦
ン キ ュ
学
ウ
（ 中 国 ）
ザ イ ナ ル ア ピ デ イ J ピ J ア ー マ ド
Zainal Abldin bin Almad 
（マ レ イ シ ア ）
マ ル ヅ キ カ リ ダ
Marzuki Khalid 
（ マ レ イ シ ア ）
カ メ ネ ッ ツ フ ェ ド ル
Kamenets Fedor 
（ ロ シ ア ）
カ メ ネ 7 1 ニ ー ナ
Kamenets Nina 
（ ロ シ ア ）
ヂェ ン
暁 静鄭
（ 中 国 ）
肖
iホ共ン ジ ュ釣" 
（ 中 国 ）
金 光 沫
（大 韓 民 国 ）
ヴ ィ ジ ャ イ ク マ ー ル コ ー シ ッ ク
Vijay Kumar Kaushik 
ウー
為 民
呉
（ 中 国 ）
ユ ー リ ャ ザ モ ル ス カ ヤ
Julia Zamorska 
（ ウ ク ラ イ ナ ）
マ ン ガ オ ド ミ ナ ド ル ヂ イ ゾ ン
Mangao , Dominador Dizon 
（ フ ィ リ ピ ン ）
コ ホ ウ
胡 j彰
（ 中 国 ）
オ ラ ア ハ メ ド へ イ カ ル
Ola Ahmed Heikal 
（ エ ジ プ ト ）
， コ，
孟 利
（ 中 国 ）
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⑤ ⑨ ④ ⑧ ⑧ ⑧  
本 国 お け る 来 十,ll4 目 的 期 間所 属 機 関 職 名
1 1 .  1 1 .  10  
遼寧大学党書記兼校務主任． 教授 開学50周年記念式典に 出席
1 1 .  1 1 .  24 
1 1 .  1 1 .  1 0  
遼寧大学外事処国際交流科長， 副 関学50周年記念式典に 出席教授 1 1 .  1 1 .  24 
1 1 .  1 1 .  10  
マ レ イ シ ア工科大学学長補佐 関学50周年記念式典に 出席
1 1 .  1 1 .  18 
1 1 .  1 1 .  10  
マ レ イ シ ア工科大学人工知能及び 関学50周年記念式典に 出席及び講演ロ ボ ッ ト 工学セ ン タ ー 長 1 1 .  1 1 .  18 
1 1 .  1 1 .  10 
モ ス ク ワ 物理工科大学一般及び応 開学50周年記念式典 に 出席及び講演用物理学部長， 教授 1 1 .  1 1 .  1 7  
1 1 .  1 1 .  10  
モ ス ク ワ 物理工科大学大学広報編 関学50周年記念式典に 出席集室長 1 1 .  1 1 .  17 
1 1 .  1 1 .  10 
蘭州大学副学長 関学50周年記念式典 に 出 席
1 1 .  1 1 .  1 7  
1 1 .  1 1 .  1 0  
大連理工大学副学長 関学50周年記念式典に 出 席
1 1 .  1 1 .  1 4  
1 1 .  1 1 .  1 2  
江原大学校経営大学長 関学50周年記念式典に 出席及 び講演
1 1 .  1 1 .  15  
イ ン ド石油化学 コ ー ポ レ ー シ ョ ン 平成11年度国際シ ン ポ ジ ウ ム に出席
11 .  1 1 .  6 
研究開発部長 及 び講演 1 1 .  1 1 .  1 6  
1 1 .  1 1 .  7 
株式会社理学中 国営業部主事 平成1 1年度国際シ ン ポ ジ ウ ム に 出席
1 1 .  1 1 .  10  
平成1 1年度国際シ ン ポジ ウ ム に出席
11 .  1 1 .  6 
ウ ク ラ イ ナ 日 本セ ン タ ー 秘書 及 び講演 1 1 .  1 1 .  15  
1 1 .  1 1 .  5 
A .  Montes E 小学校校長 平成11年度国際 シ ン ポ ジ ウ ム に 出 席
1 1 .  1 1 .  1 2  
平成11年度国際 シ ン ポ ジ ウ ム に 出席
1 1 .  1 1 .  4 
中 国社会科学院助理研究員 及 び資料収集 1 1 .  1 1 .  1 1  
平成11年度国際シ ン ポ ジ ウ ム に 出席
1 1 .  1 1 .  5 
ナ シ ョ ナ ル リ サ ー チ セ ン タ ー 講師 及び資料収集 1 1 .  1 1 .  13 
平成1 1年度国際 シ ン ポ ジ ウ ム に 出 席
1 1 .  1 1 .  5 
東北大学 プロ ジ ェ ク ト 管理部長 及 び資料収集 1 1 .  1 1 .  1 1  
平成11年12月発行 井ム→－ 第419号報
���［！） 
〈住所変更〉
部 局 職 氏 名
教 育 学 部 教 授 佐 々 木 r告
経 済 学 部 事 務 長 角 井 輿志雄
理 具寸£ー． 音E 助 教 授 宮 津 異 宏
附 属 図 書 館
文部事務官
角 井 葉 子
（情報サービス係）
事務補佐員
浜 浦 真由美，， 
（情報サービス係）
、 ‘ ， g
－
所
一局
住
一
’
者
一 剖
任
一
新
一
r 、
．
職 氏 名
師 ｜ 高 橋 治 二人 文 学 部
｜
講
E恥E－吉岡
報
10月 か ら 11 月 に か け て ， 名誉教授 お 一 人 と 現 職 お 二 人 がお 亡 く な り に な り ま し た 。
こ こ に ご報告す る と と も に 、 謹 ん で ご冥福 を お 祈 り 申 し 上 げ ま す
加藤 正 氏
（ 名 誉教授 ）
10月 24 日 逝去
享年85歳
近堂 和 郎 氏
（理学部助教授）
10月 4 日 逝去
享年64歳
辰 巳 昭 典 氏
（教育学部教授 ）
1 1 月 28 日 逝去
享年50歳
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ー昌司司
本 部
1 1 月 2 日 新樹寮防火避難訓練
4 日 第 2 回 学 園 ニ ュ ー ス 編集 委 員 会
4 ～ 5 日 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立学校等安全管理協議会
（ と や ま 自 遊館 本学当 番 ）
4 ～ 11 日 推 薦 入 学 ． 帰 国子女 ・ 社会人特別 選抜入学願
書受付
4 ～ 8 日 物 品 定期 検査
6 日 学 内 パ ト ミ ン ト ン 大会
8 日 富 山 県大 学 長懇話会 （ 高 岡 短期大学 ）
国 立大学学生 関係部長 ・ 次長協議会 （福井医
科大学 ）
8 ～ 1 1 日 留 学 生 国際 シ ン ポ ジ ウ ム （ 黒 田 講 堂 ， 富 山 国
際会議場 ）
9 日 第 3 回教養教育委員 会実施専 門 委員 会
関 学50周 年記念講演会 （ 富 山 国際会議場）
演題 「環 日 本海周 辺諸国 と の交流 と 日 本の役割」
講 師 明 石 康 前 国 連事務次長
9 ～ 12 日 中 部地 区管理監督者研修 （愛知 レ ク リ ェ ー シ ョ
ン セ ン タ ー ）
10 日 北 陸 地 区就職業務担当 者研修会 （金沢大学 ）
10～ 12 日 教職員 文化展 （ 黒 田 講堂 ）
東 海 ・ 北陸 ・ 近 畿 地 区 国 立学校等 国際交流担
当 職員研修 （ 名 古屋大学 ）
1 1 日 大 連理工大学 と の学術交流協定調 印式 （学長
室 ）
12 日 蘭 州 大学 と の 学術交流協定調 印 式 （学長室 ）
関 学50周 年 記念植樹式 （学生部前 庭 ）
13 日 開 学50周 年記念式典 （ 富 山 国 際会議場 ）
関 学50周 年記念祝賀 会 （ 富 山 第一 ホ テ ル ）
富 山大学 O B ・ 事務系 職 員 懇 談会 （ 富 山 県民
会館 ）
15 日 第 8 回 評議 会 （ 臨 時 ）
就職 に 関 す る 講演会 （ 国家 公務 員 関 係 ）
16 日 第 4 回授業料等減免選考委員 会
第 4 回教養教育委員 会企画専 門 委員 会
16～ 1 9 日 国 立学校等幹部職員研修 （ 国立教育会館 ）
国 立学校等事務情報化汎用 シ ス テ ム 導入研修
（北海道大学 ）
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16～ 30 日 学 内 ピ ー チ ボ ー ル大会
17～ 18 日 国立大学協会第 105回総会 （学士会館 ）
17 日 第 9 回評議会 （ 臨 時 ）
第 10回 評議会 （ 臨 時 ）
第 5 回 教養教育 委員会
就職 に 関 す る 講演会 （就職全般 ）
18～ 19 日 国 立大学等研究協力 部課長会議 （熊本大学 ）
19 日 国立大学協会第72回事務連絡会議 （学士会館）
学内卓球大会
22 日 第 6 回 自 己点検評価委 員 会管理運営専 門 委員
b、
:::;; 
第 7 回事務協議会
学 内 ボー リ ン グ大会 （富 山 ゴー ルデ ン ボ ウ ル）
24 日 文部省永年勤続者表彰伝達式 （ 学 長 室 ）
推薦入学， 帰国子女 ・ 社会人特別選抜入学試験
北陸地 区大学学生部懇話会 （北陸先端科学技
術大学 院大学 ）
日 本育英会返還説明会
25 日 特別講演会 （ 黒 田 講堂会議室 ）
演題 「大学 に お け る 外 国語教育 の 方 向 に つ
い て 」
講師 原 島 茂 C I C カ ナ ダ 国際大学理事
国立大学の独立行政法人化問 題 に 関 す る 説明
会 （経済学部201講義室 ）
勤 務 時 間 報告 シ ス テ ム 説明 会
第 7 回 国際交流委員会留学生部会
26 日 第 2 回部局長会議
第 2 自 己点検評価委員 会研究活動等専 門 委員
b、
Z玉
第 5 回大学院委員 会
第 11 回 評議会
30 日 第1 1回大学教育検討委員 会
厚生補導研究会 （ ～ 12月 1 日 い こ い の村 ）
1 1 月 5 日 学部予算委員 会
10 日 学部教務委員 会
就職 に 関 す る 説明会
15 日 学部広報委 員 会
平成11年12月発行
学部教務委員 会
学部入学者選抜方法検討委員 会
学部特別昇給委員 会
17 日 教授会
教授会 （ 人 事 ）
22 日 学部 自 己点検評価委員 会
24 日 学部将来計画 委員 会
学部教務委員 会
品見千
平成 12年度帰国子女 ・ 社会人特別選抜入学試
験
30 日 学部教務委員 会 ・ 教務担 当 者 合 同 会議
21 ～ 22 日 第51 回 国 立 17大学人文系学部長会議及 び第22
回 同 事務長会議 （ 高 知 大 学 ）
27 日 教授会
研究科 委 員 会
教 育 学 部 ｜
1 1 月 2 日 学部将来計画委員 会
6 日 親 子 で 楽 し む マ ル チ メ デ ィ ア コ ン サ ー ト
8 日 学部紀要委員 会
附属幼稚園避難訓練
8 ～ 19 日 附属 養護学校及 び附属幼稚園入学願書受付
9 日 学部学生生活委員 会
10 日 学部図書委員 会
研究科委員 会小委員 会
研究科委員会
教授会
人事教授会
11 日 附属 中 学校 ・ 事務室避難訓練
16 日 教育実習 運営協議会
24 日 学校教 育 法 の 一 部 を 改正す る 法律 と 教育学部
改革 に 関 す る 学習 会
廃液 ・ 排水等 の 適正 な 取扱 い に 関 す る 講習 会
附属小学校創校記念音楽会
附属 中 学校校内合唱 コ ン ク ー ル （ 富 山 県民会
館 大 ホ ー ル ）
25～ 26 日 就職 ガ イ ダ ン ス
26 日 学部学生生活委 員 会
29 日 学部就職指導委員会
経 済 学 部 1
1 1 月 1 日 将 来構想等検討委員会
報 第419号
4 日 将来構想等検討委員会 （ 持 ち 回 り ）
5 日 学部国 際交流委員 会 （ 持 ち 回 り ）
8 日 総務委員 会
9 日 学部教務委員 会
10 日 人事教授会
教授会
12日 平成11年度夜間 主 コ ー ス 設置大学学部長会議
( K  K R ホ テ ル東京 ）
開学50周 年記念講演会 （ 201番講義室 ）
演題 「21世紀 日 ・ 韓協力構想 と 環東海圏開発
戦略」
講 師 金 光沫韓 国江原大学校経営大学長
13 日 開 学50周 年記念講演会 （ 富 山 国 際会議場 ）
演題 「長期不 況 は な ぜ、生 じ た かJ
講 師 篠原 三代平一橋大学名誉教授， 文化
功労者
16 日 学部教務委員 会
17 日 定員 削 減対応検討委員 会
19 日 平成11年度秋季国立12大学経済学部 ・ 経営学
部学部長及 び事務長会議 （ メ ル バ ル ク 東京 ）
24 日 平 成12年 度推薦入学， 帰 国子女 ・ 社会人特別
選抜入学試験
25 日 環 日 本 海地域研究セ ン タ ー 運営委員 会
29 日 定員 削 減対応検討委員 会
学部 自 己点検委員会
30 日 就職指導委員 会
理 学 部 ｜
1 1 月 1 日 学部教務委員 会
学部学生生活委員 会
5 日 学科長会議
学部予算委員会
9 日 理工学研究科博士前期課程理学部会教務検討
小委員 会
10 日 理工学研究科博士前期諜程理学部会
教授会
人事教授会
理工学研究科博士後期課程部会
12日 開学50周 年記念講演会 （ 黒 田 講 堂 ）
演題 「科学 と 裁判 」
講師 鈴木 敏之東京高等裁判 所 判 事
22 日 学部学生生活委員会
24 日 平成12年 度推薦入学， 帰 国 子女 ・ 社会人特別
- 25 -
平成11年12月発行 品拍手
選抜入学試験
工 学
判）
1 1 月 1 日 学 部 案 内 編 集 委 員 会
2 日 学部教務委員 会
4 日 入学試験検討委 員 会
8 日 自 己点検評価 に か か る 検討委員会
9 日 国 際交流委員 会
1 0 日 教授会
専任教授 会
理工学研究科博士前期課程工学部会
工学研究科博士後期課程委員会
理工学研究科博士後期課程部会
12 日 係長連絡会
関 学50周 年記念特別 講演会 （会議室 ）
演 題 「ニ ュ ー ロ ・ フ ァ ジ ー 制御 シ ス テ ム の
新展 開 」
講 師 マ レ イ シ ア 工科大学人工知能 ・ ロ ボ ツ
ト 工学 セ ン タ ー 長Marzuki Khalid 
教授
15 日 将 来計画 に 係 る 検討委 員 会
関 学50周年 記念学術講演 会 （会議室）
演 題 「木星で観測 さ れる 渦運動の シ ュ ミ レ ー
シ ョ ン 」
講 師 モ ス ク ワ 物 理工科大学一般及 び応 用
物理学部長Fedor F.Kamenets教授
1 6 日 係長連絡会
19 日 教官懇談会
22 日 将来計画 に か か る 委員 会
24 日 平 成12年度推薦入学， 帰 国子女 ・ 社会人特別
選抜入学試験
温交会役員 会
29 日 温交会総会
附 属 図 書 館 1
1 1 月 10 日 附属 図書館 利 用 説明 会
16～ 19 日 中 学生 の 体験学習 「14歳の挑戦J 6 名 の 受 入
れ
18～ 1 9 日 平 成11年度北信越地 区 国 立大学附属 図書館
事務 （ 部 ・ 課 ） 長会議 （ 福井厚生年金会館 ）
1 9 日 文部省 ヒ ア リ ン グ
22 日 図書館実習 生 の受 入 れ （ ～ 12月 3 日 ）
報 第419号
26 日 平 成 1 1 年 度 国 立 大学 図書館協議会
理事会 （ 名 古屋大学 ）
29 日 第 5 回 附属 図書館商議会
第 2 回書香編集 委 員 会
地域共同研究センター ｜
1 1 月 4 日 大学院生教育講座
10 日 第 6 回運営委員 会
1 7 日 第 13回経営者 ・ 研究者交流会
22 日 大学院生教育講座
生涯学習教育研究センタ ー 1
1 1 月 4 ～ 5 日
第21 回 全 国 国立 大学生涯学習 系 セ ン タ ー 協議
会 （福 島市 ： 福 島 グ リ ー ン パ レ ス ）
1 9 日 第 2 回 運営委員 会
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